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研究要旨 

目的：家族介護支援として、負担感等のネガティブな要因を軽減するためだけでなく、介護

をしてよかったというような介護肯定感を高める支援が必要だと考えられる。本研究では、

介護肯定感と関連する要因を示し、介護肯定感を高める支援を考察する。 

方法：本研究班の研究代表者が著した介護肯定感に関わる論文および、わが国における介護

肯定感に関する原著論文を参照し、①介護肯定感に関連する要因を示し、②介護肯定感を高

める介護者支援について考察した。  

結果：家族介護者の介護肯定感を高める要因として、介護に積極的に携われる要因が揃って

いること、SOCが高いこと、介護者の健康状態（特に精神的）がよいことが挙げられた。ま

た、訪問看護師による介護者の介護肯定感に関わる援助として、介護者と要介護者の気持ち

の橋渡しをする、家族の介護を評価する、家族と介護を共同するといったことが挙げられ

た。  

結論：家族介護者の介護肯定感を高める要因として挙げられた、適切な介護の仕方や、スト

レス対処方法は、欧米における家族介護者支援プログラムの教育内容に含まれており、わが

国でもこうした根拠に基づく支援プログラムの導入の必要性が示唆された。また、介護者が

最も密接に関わる介護専門職の言動が、介護者の肯定感に大きく関わることが考えられ、介

護専門職は要介護者の介護のみならず、介護者に対して共感をする、介護者の介護を評価す

るといった支援が、介護肯定感を高めるのに有用であることが伺われた。 

 

Ａ．研究目的 

これまで介護者の評価として、負担感や

うつ、ストレス等のネガティブな感情、状

況については種々の尺度が開発され評価さ

れてきたが、介護をしてよかった、やりが

い、満足感といったような介護肯定感も、

負担感とは独立して存在することが報告さ

れている 1-4。さらに、介護肯定感は介護

負担感を軽減するとも指摘されている 4。

家族介護者支援をする際も、負担感等のネ

ガティブな要素を軽減するためだけでなく、

介護肯定感を高めるような支援が必要と考 

 

 

えられる。本研究では、介護肯定感と関連

する要因を示し、介護肯定感を高める支援

を考察する。 

 

Ｂ．研究方法 

 本研究班の研究代表者が著した介護肯定

感に関わる論文および、わが国における介

護肯定感に関する原著論文を参照し、①介

護肯定感に関連する要因の中でも改善し得

るもの（介護者支援策を検討することを念

頭に、性別や、介護者と要介護者との属性

の関係等介入不可能な要因を除く）を示し、
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②介護肯定感を高める介護者支援について

考察した。 

（倫理面への配慮） 

 本研究では、公開された論文を参照して

まとめたものであり、参考文献として掲げ

ている。個人情報等は一切扱っておらず、

倫理面への配慮は必要なし。 

 

Ｃ．研究結果 

１．介護肯定感と関連する要因 

 小林、田宮ら（本研究本の研究代表者）

5らの研究では、介護をしてよかったと思

うこととして、１．病状・症状の改善、２．

人間としての絆の深まり、３．感謝される

喜び、４．恩返しができている、５．その

他、のいずれかに○をつけたものを介護肯

定感あり、６．良かったと思ったことがな

いに〇をつけたものを介護肯定感なしとし

て、介護肯定感の有無に関連する要因を分

析したところ、「介護者の意向が介護方針

に反映されている」こと、「介護者の主観

的健康感が高い」ことがポジティブに関連

していた。この他には、Sense of 

Coherence (SOC)：ストレス対処能力・健

康保持力と介護肯定感との関連を検討して

いる報告が多く見られた。宮坂ら 6が、櫻

井 4の介護肯定感 14 項目（「介護状況への

満足感」、「自己成長感」、「介護継続意思」

の３つの下位尺度からなる）を用いて介護

肯定感を評価し、SOC、主観的健康感、

ソーシャルサポート（「適切な介護の仕方

が分かる」、「介護に関する悩みを相談する

人がいる」、「十分睡眠がとれている」、「家

を留守にできる」、「症状の変化に対応でき

る」の 5 項目からなる）との関連を検討

したところ、適切な介護の仕方が分かる、

主観的健康感の中でも精神的主観的健康感

が高い、SOC が高いことが関連していた。

陶山ら 7も櫻井 4の介護肯定感（当該研究

の中で因子分析をした結果、抽出された３

因子に「介護に対する充実感」、「自己成長

感」、「高齢者との一体感」と名付けている）

を用い、ストレス対処行動との関連を検討

しており、介護肯定感のうち、「自己成長

感」や「高齢者との一体感」には、介護者

や要介護者の特性より、ストレス対処行動

と関連していることを報告している。「介

護状況に対する充実感」には介護者自身の

健康状態がよいことも関連していた。また、

片山ら 8が、高齢者介護ではないが、医療

的ケアに携わる家族介護者において、同様

に櫻井 4の介護肯定感 14 項目を用いて、

介護者の在宅介護の動機の強さや、対処行

動との関連を検討したところ、介護肯定感

の 3 因子すべてに、在宅介護への動機が

強いこと、「情緒的な近接型」の対処行動

（療養者の気持ちを常に尊重して行動する、

自分の役割であると再確認するといった因

子からなる）が関連し、「介護を通しての

自己成長感」には、「自己コントロール型」

の対処行動（無理しない要介護する、自分

で自分を励ますといった因子からなる）が

関連していた。末益ら 9は、筋委縮性側索

硬化症（ALS）患者の主介護者において、

同様に櫻井 4の介護肯定感を用いた介護肯

定感と、ストレス対処行動（「介護におけ

るペース配分」、「介護役割の積極的受容」、

「気分転換」、「私的支援追及」、「公的支援

追及」の 5 因子からなる）との関連を検

討した。その結果、介護肯定感の３つの因

子すべてにおいて、「介護役割の積極的受

容」、「公的支援追及」が関連し、さらに介

護肯定感の「自己成長感」には「介護にお

けるペース配分が、「介護継続意思」には、

「現在の関係がよい」が関連していた。 

２．専門職による家族介護者の介護肯定感

を高める支援 

 深堀ら 10が、訪問看護師の家族介護者の

介護肯定感に関する援助経験の現状を調査

したところ、具体的な援助経験として、

「看護師と家族介護者がケアを共同する」、

「家族介護者の気持ちを受容する」、「家
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族介護者と要介護者の関わりをつなぐ」、

「家族を評価する」、「家族介護者に感謝

の気持ちを伝える」といった事例が挙げら

れた。さらに、家族介護者の介護肯定感へ

の援助として 20項目を示し、5件法で回

答を得たものを因子分析したところ、3つ

の因子が抽出された（「介護の意味づけを

高める援助」、「共感的な援助」、「資源

の活用」）。また、須永ら 11が、介護者の

生きがいへつなげる訪問看護師の支援につ

いて、老老介護をする夫婦を担当する訪問

看護師にインタビュー調査したところ、夫

婦相互の気持ちの橋渡しをする、夫婦の役

割を尊重する関わりをする、夫婦に寄り添

う存在となるといった支援が挙げられた。 

 

Ｄ．考察 

家族介護者の介護肯定感を高める要因と

して、大きくまとめると以下の 3 つが挙

げられた。①介護者の意向が介護方針に反

映されていること、適切な介護の仕方が分

かるといった、介護に積極的に携われる要

因が揃っていること、②SOC が高いこと、

SOC の項目としては、介護を自分の役割

として受け入れる、療養者の気持ちを常に

尊重して行動するといった対処行動や、無

理をしないよう介護をする、介護における

ペース配分をするといった自己コントロ―

ル型の対処行動ができること、③介護者の

健康状態がよい、特に精神的主観的健康感

が高いことが関連していたが、場合によっ

ては、こうした介護者の状況以上に SOC

が関連していた。また、訪問看護師による

介護者の介護肯定感に関わる援助として、

介護者と要介護者の気持ちの橋渡しをする、

家族の介護を評価する、家族と介護を共同

するといったことが挙げられた。 

 介護肯定感と関連していた、適切な介護

の仕方や、ストレス対処能力といったもの

は、欧米では家族介護者支援プログラムの

中で教育として行われており、プログラム

により、介護者の負担感や不安感が軽減さ

れたことが報告されている 12、13が、同時

にこうした教育をすることで介護肯定感を

高める可能性も示唆された。わが国でも根

拠に基づいた教育プログラムの開発、導入

が求められる。 

また、訪問看護師は、要介護者の看護の

みならず、家族介護者の心を支える役割が

あるとの自覚をもって、介護者に対する支

援を行っていることが伺われた。介護者が

要介護者の介護を通して密接に関わるのは、

在宅介護に関わる、訪問看護師、訪問介護

士、ケアマネジャーといった専門職であり、

これらの言動が介護者の肯定感に大きく影

響することが考えられる。専門職が、介護

者の労を労う、介護者の行動を評価すると

いったことをすることで、介護肯定感の下

位尺度である介護状況への満足感、自己成

長感を高めることにつながり、介護者の相

談に乗り、介護者に共感するといったこと

は、在宅介護を継続する動機につながるこ

とが考えられる。 

 

Ｅ．結論 

 家族介護者の介護肯定感を高める要因と

して、介護に積極的に携われる要因が揃っ

ていること、SOC が高いこと、介護者の

健康状態（特に精神的）がよいことが挙げ

られた。適切な介護の仕方や、ストレス対

処方法は、欧米における家族介護者支援プ

ログラムの教育内容に含まれており、わが

国でもこうした根拠に基づく支援プログラ

ムの導入の必要性が示唆された。また、介

護者が最も密接に関わる介護専門職の言動

が、介護者の肯定感に大きく関わることが

考えられ、介護専門職は要介護者の介護の

みならず、介護者に対して共感をする、介

護者の介護を評価するといった支援が、介

護肯定感を高めるのに有用であることが伺

われた。 
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